
〈
研

究

論

文
1
1
〉

明
治
後
期
に
お
け
る
井
上
哲
次
郎
と
井
上
円
了
の
思
想
対
立

三
　
浦
　
節
　
夫

近
代

日
本

の
思
想
家

と
し
て

の
井

上
哲
次

郎
と
井
上
円

了
（
以
下
。
哲
次

郎
。
円
了
と
い
う
）
の
思
想
に
つ
い
て
は
、
昭
和
三
六
年
の
家
永
三
郎
氏
と
舩

山
信
一
氏
の
先
行
研
究
が
あ
り
、
最
近
で
は
末
木
文
美
士
氏
の
思
想
論
が
あ

げ
ら
れ

る
。
こ

れ
ら

の
研

究
で

は
、
哲
次
郎
と
円
了
の
間
に
は
思
想
の
同
一

性
や

相
互

補
完
性

が
あ
る
こ
と
が
明
ら

か
に
さ
れ
て
き
た
。
現
在
、
両
者

の

主
要
な
著
作
な
ど
の
研
究
資
料
は
整
い
つ
つ
あ
る
が
、
本
稿
で
は
先
行
研
究

を
踏
ま
え
な
が
ら
、
明
治
後
期

に
お
け

る
思
想
対

立
に
焦

点
を
し
ぽ

っ
て
新

た
な
問
題
提
起
を
行
い
た

い
。

哲
次

郎
は
安
政

二
年
（
一
八
五
五
）
に
生
ま

れ
、
儒
学
や
洋

学
を
学

び
、

明
治
一
〇
年
創
立
の
東
京
大
学
で
哲
学

を
修
め
、
一
五
年
三
月

に
東
京
大
学

助

教
授

に
就

任

し

た
。
円

了

は
安

政
五

年
（
一
八
五
八
）
に
真

宗
大

谷

派

（
東
本

願
寺
）
の
末
寺

に
生
ま
れ
、
真

宗
・
儒
教

・
洋

学
を
学
び
、

本
山
に

選
抜
さ
れ
て
東
京
留
学
生
と

な
り

、
東
京
大
学
で
哲
学
を
修
め
、
明
治
一
八

年

に
卒
業
し
た
。
哲
次
郎
と
円
了
の
年
齢
差
は
三
歳
で
あ

る
が
、
卒
業
時
で

は
五
年
の
違
い
が
あ

る
。
哲

次
郎
と
円
了
の
関
係
は
、
哲
次
郎
ら
が
創
刊
し

た

『
東
洋
学
芸
雑
誌
』
の
一
五
年
六
月
二
五

日
号

に
、
大
学
一
年
生

の
円
了

が
「
堯
舜
「

孔
教

ノ
偶
像

ナ
ル
所
以
ヲ
論
ス
」
と
い
う
小
論

を
投
稿
し
、
そ

の
文

末
に
「
巽
軒
日
」
（
巽

軒
は
哲
次
郎
の
号
）

に
始
ま

る
評
論
が
あ

る
の

で

、
両
者

の
最
初

の
出

会
い
は
、
哲
次
郎

の
助
教
授
就
任
の
直
後
と
考
え

ら

れ
る
。

「
哲
次
郎
の
教
え
子

の
円
了
」
と
い
う
表
現

は
、
研
究
論
文
に
よ
く
見
ら
れ

る
が
、
哲
次
郎
は
一
七
年
一
月
に
円
了
が
主
唱
し

た
「
哲
学
会
」
の
設
立
に

協
力
し
、
翌
二
月
に
ド
イ
ツ
留
学
へ
出
発
し
て

い
る
。
そ
の
た
め
、
両
者
の

教
員
と
学
生
の
関
係
は
二
年
間
で
あ
る
。
教
育
に
よ

る
知
識
・
思
想
の
影
響

は
当
然
考
え
ら
れ
る
が
、
清
水
乞
氏
の
研
究
か
ら
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
よ

う

に
、
円
了
の
初
期
の
著
作
で
あ
る

『
真
理
金
針
』
『
哲
学
要
領
』
『
哲
学
一
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夕

話
』
『
倫
理
通
論
』
『
心
理
摘
要

』
を
み
る
と
、
円
了

の
思
索
が
中
心
で
あ

る
け

れ
ど
も
、
哲
次
郎
も
理
論
的
思
想
的
な
影
響

を
与
え

た
一
人

と
し
て

考

え
ら

れ
る
。

哲
次
郎
が
ド
イ
ツ
へ
留
学
し
た
後
の
円
了
は
、
英
文
文
献
を
中
心

に
哲
学

研

究
に
本
格
的
に
取

り
組
み

、
在
学
中
か
ら
雑
誌

・
新
聞

に
論
文

を
発
表
し
、

卒
業
後
は
派
遣
さ
れ
た
東
本
願
寺
教
団
に
は
戻
ら
ず
、
ま
た
恩
師
が
斡
旋
し

た
大
学
の
教
員
へ
の
道
も
断
り
、
著
作
活
動
に
専
念
し
て
す
で

に
記
し
た
初

期

の
著
作

を
発
表
し
、
啓
蒙
的
思

想
家
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し

た
。
そ
し

て

、
明

治
二
〇

年
に
哲
学
専
修
の
専
門
学
校
と
し
て
「
私
立
哲
学
館
」
を
創

立
し

た
。

翌
年
に
は
、
国

粋
主
義

（
日
本
主
義
）

を
標
榜
す
る
政
教
社
の
設

立

に
参
加
し

、
雑
誌

『
日
本
人
』

の
創
刊

に
か
か
わ

っ
た
。

哲
次
郎

は
留
学

期
間
が
終
え

た
後

に
、

ベ
ル
リ
ン
の
東
洋
語
学
学
校
の
教

師
と

な
り
研

究
を
継
続
し
て

い
た
が

、
両

者
の
関

係
は
こ
の
時
期
に
も
断
絶

し
て
い
な
い
。
留
学
中
の
日
記
を
研
究
し
た
福
井
純
子
氏
の
論
文
に
は
「
井

上
留
学
期
間
（
一
八
八
四
・
四
・
二
～
一
八
九
〇
・
八
・
八
）
交
際
日
本
人
名
」

が
あ
り
、
第

一
位
は
円
了
で

日
記

の
二
二
か
所
に
記
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
は

そ
れ
を
も
と
に
当
時
の
両
者
の
関
係
を
ま
と
め
た
こ
と
が
あ
る
。
円
了
は
哲

学
館

創
立

か
ら

Ｉ
〇

か
月
後

の
二
一
年

六
月

に
、
突
如
と
し
て
欧
米
各
国
の

視
察

へ
出
発
す

る
。

哲
次
郎

の
日
記

に
よ
れ
ば

、
出

発
の
前
の
二
年
間
に
、

哲
次
郎
か
ら
の
書
簡
が
五
回
あ
っ
て
、
実
際
、
円
了
の
イ
ギ
リ
ス
・
ロ
ン
ド

ン
到
着
直
後

に
、
哲
次
郎

は
出
向

い
て
円
了

を
迎
え

て
い
る
。
当
然
、
両
者

は
ベ
ル
リ

ン
で
も
再
会
し
て

い
る
。
円
了
の
帰
国
後

の
哲
次
郎
か
ら

の
書
簡

は
二
三
年
八
月
ま
で
に
七
回

に
及

ん
で

い
る
。
円
了
の
欧
米
視
察
は
そ

の
後

の
思
想
や
行
動
に
転
換
を
も

た
ら
し

た
も
の
で
あ
り
、
密
接
な
関
係

に
あ

っ

た
留

学
中
の
哲
次
郎
の
知
見
も
影
響
を
与
え
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。

哲
次
郎
は
二
三
年
一
〇
月

に
帰
国
し
、
帝
国
大
学
文
科
大
学
教
授
に
就
任

し

た
。
日
本
で
は
前
年
二
月

に
大
日
本
帝
国
憲
法
が
発
布
さ
れ
、
哲
次
郎
が

帰
国

し
た
同

月
に
「
教
育
に
関
す
る
勅
語
」
が
発
布
さ
れ
、
近
代
日
本
国
家

の
枠

組
み

が
示

さ
れ
た
ば

か
り
で
あ

っ
た
。
翌
二
四

年
一
月

に
、

い
わ
ゆ
る

内

村
鑑
三
不

敬
事
件
が
発
生
す
る
。
そ
れ
か
ら
、
哲
次
郎
の
天
皇
制
国
家
思

想
の
確
立
者
と
し
て
活
動
が
始
ま
る
。
五
月
に
『
内
地
雑
居
続
論
』
を
著
し
、

九
月

に
文
部
省

の
依
頼
を
受
け
て
勅
語
の
解
説
書
『
勅
語
衍
義
』
を
刊
行
し

、

翌
二
五
年
一
一
月

に
「
宗
教
と
教
育
と
の
関

係
に
つ
き
井
上
哲
次
郎
氏

の
談

話
」
を
雑
誌
に
発
表
し
て
、
哲
次
郎
は
教
育
勅
語
＝
国
体
の
立
場
か
ら
キ
リ

ス

ト
教

に
対
し
て
論
争
を
提
起
し
た
。
近
代

日
本
思

想
論
争
と
し
て

知
ら
れ

る
「
教
育
と
宗
教

の
衝
突
」

事
件
の
始
ま
り
で

あ
る
。
こ
の
論
争
は
、
教
育

と
宗
教
一
般

の
関
係
で
は
な
く
、
最

大
の
争
点
は
キ
リ
ス
ト
教
が
天

皇
制
思

想

（
教
育
勅
語
）
と
両
立
す
る
の
か
に
あ
り

、
天
皇
制
思
想
に
依
拠
し
た
キ

リ

ス
ト
教
攻
撃
と
そ
の
防
戦
の
形
で
展

開
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
吉
田

久
一

氏
に
よ
れ
ば
、
関
係
資
料
は
二
五

～
二
六
年

を
中
心

に
新
聞
報
道
も
含

め
て

二
二
〇
点

に
及
ぶ
と
い
い
、
哲

次
郎
が

『
教
育

卜
宗
教

ノ
衝
突
』
と
題
し
て

出
版
し
た
著
書
で
、
キ
リ
ス
ト
教
と
仏
教
の
比
較
を
論
じ
た
た
め
に
、
教
育

勅
語

（
国

体
）

と
キ
リ
ス
ト
教
の
関
係
と

い
う
主
題
か
ら
、
「
社
会
的
に
も

仏
教
と
キ
リ
ス
ト
教
の
衝
突
と
い
う
形
」
に
拡
大
し
た
と
言
わ
れ
る
。

明治後期に,おけ る井 上哲次郎と井上円了の思想対立123



円
了

は
一

八
年

の
大
学
四

年
生
の
と
き

に
「
余
が
疑
団

何
れ
の
日
に

か
解

け
ん
　

耶
蘇

教
を
排
す
る
は
理
論
に
あ
る
か
」

を

『
明
教
新
誌
』

に
連
載
し
、

そ
れ

が

『
破
邪
新

論
』
『
真
理
金
針
　

初
編
』
と
し
て

単
行
本
化

さ
れ
、
ま

た

『
仏
教
活

論
本

論
第

二
編
　

破
邪

活
論
』

を
著

し
、
進
化

論

な
ど
の
哲

学
・
理

学
の
近
代

諸
学
と
キ
リ
ス
ト
教
が
合
致
し
な
い
こ
と
を
取
り
上
げ

た
。

こ

の
著

作
か
ら
、
現
在
で
も
円
了
と
い
え
ば
明
治
中
期
の
排
耶
論
者
と
し
て

知
ら

れ
て

い
る
が
、
円
了

は
「
教
育
と
宗
教
の
衝
突
」
事
件

に
最

初
か
ら

か

か
わ
っ
て

い
な
い
。
こ
の
時
期
の
円
了
は
、
ほ
ぼ
完
成
し

た
哲
学

館
の
新

校

舎

が
暴
風

雨
に
よ

っ
て
倒
壊
し
、
そ
の
再
建
で
負
債
を
抱
え
、

そ
の
解

決
策

と

し
て

全
国
各
地
で
学
術
講
演
会
を
開
き
な
が
ら
、
創
立
寄
付

金
を
集

め
る

「
館
主
巡
回
」

を
二
三
年
秋

か
ら
行

っ
て

い
た
か
ら
で

あ
る
。
講
演
日

は
、

二

三
年
が
四

四
日
、
二
四
年
が
一
五
三
日
、
二
五
年
が
一
五
四

日
、
二
六
年

が
三
九
日
で
、
足
掛
け
四
年
間

に
三
九
〇

目
を
費
や
し
て

、
北

海
道
か
ら
九

州

ま
で
巡
回
し
て

い
た
。

こ
れ
が
終

わ
っ
た
二

六
年
に
、『
日
本
倫
理
学
案
』

『
教
育
宗
教
関
係
論
』
『
忠
孝
活

論
　
附
仏
門
忠

孝
論
一
斑

』
を
続
け
て
刊
行

し
て

い
る
か
ら
、
円
了

も
論
争
へ
の
関

心
を
も

っ
て

い
た
だ
ろ
う
が
、
舩
山

信
一
氏
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
両
者
の
キ
リ
ス
ト
教
批
判
に
つ
い
て
は
、

円
了

は
仏

教
そ
の
も
の
の
立
場
か
ら
の
批
判
が
強
い
が
、
哲
次
郎

は
教
育

・

国
家
主
義

教
育

・
国
体
論
を
優
先
す
る
立
場
と
い
う
、
態
度
の
相
違
が
あ

っ

た
。現
在
で

は
、
こ
の
論
争
を
「
教
育
と
宗
教
」
第
一
次
論
争
と
呼

ん
で

い
る

が

、
こ

れ
か
ら
述
べ
る
第
二
次
論
争
を
提
起
し
た
の
も
、
哲
次
郎
で

あ
る
。

三
二
年
一
〇
月
、
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
長
と
な
っ
て

い
た
哲
次
郎

は
哲

学
会
で
「
宗
教

の
将

来
に
関
す
る
意
見
」
と
い
う
講
演
を
行

い
、
そ
れ
を
一

二
月

の

『
哲

学
雑

誌
』

に
発

表
し
た
。
こ
の

論
文
が

翌
年
の

「
教

育
と
宗

教
」
第
二
次

論
争
の
は
じ

ま
り
と
な

っ
た
。

哲
次
郎

が
再

び
問
題
を
提
起
せ
ざ
る
を
え
な
か

っ
た
背
景
と
し
て

、
条
約

改
正

を
前

提
と
し
た
三
二
年
の
文
部
省
訓
令
第
一
二
号
と
い
う
学
校
に
お
け

る
宗
教
教
育
禁
止
や
、
第
一
四
回
帝
国
議
会
に
お
け
る
宗
教
法
案
論
議
（
仏

教
界

の
反
対

運
動
も
あ
り
、
採
決
の
結
果
、
否
決
さ
れ
た
）
が
考
え

ら
れ
る
。

直

接
の
要
因

は
、
一
〇
年
に
満
た
な
い
状
況

の
変
化

に
よ

っ
て
、
教
育
勅
語

＝
天

皇
制
思
想
教
育
が
さ
ま
ざ
ま
な
と
こ
ろ
で
不
適
合

に
な
り
つ
つ
あ
っ
た

か
ら
で

あ
る
。
そ
れ
は
修
身
科
廃
止
論
や
当
時
の
西
園
寺
文
相
の
教
育
勅
語

改

定
論
な
ど

に
見
ら
れ
る
。

哲
次
郎
と
円
了
の
思
想
対
立
は
こ
の
第
二

次
論
争

の
継
続

に
お
い
て
起
き

る
が
、
き
っ
か
け
と
な
っ
た
哲
次
郎
の
「
宗
教
の
将
来
に
関
す
る
意
見
」
と

い
う
論
文
の
要
約

を
ま
ず
記
し
て
お
こ
う
。

現
今
の

わ
が
国

の
宗
教

の
儒
教
、
仏
教
、
キ
リ
ス
ト
教
、
神
道
は
い
ず
れ

も

「
凋
衰
廃

滅
」

の
状
態
に
近
く
、
民
族
の
将
来
の
精
神
界
を
支
配
す

る
有

力

な
も
の
は
な
く
、
そ
れ
故

に
国
民
教
育

に
対
し
て
の
影
響
力
は
な
い
。
教

育
と

宗
教

は
分
離
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
「
我
国
民
の
遂
行
せ
る
一
進
歩
」

で

あ
り
、
一
度
分
離
し
た
も
の
は
永
遠

に
維
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と

こ
ろ

が
、
明
治
以

来
、
知
育
は
発
展
し
た
が
、
徳
育

は
そ
の
反
対
に
以

前
よ

り

退
歩
し
た
。
教
育
と
宗
教
の
分
離

に
よ

っ
て
、
徳
育
の
基
本
を
失

っ
た
。



現

在
の
倫
理
学

は
理
屈

を
教
え

る
だ
け
で
、
人
を
し
て

行
わ
し
む
る
道
徳

の

動

機
づ
け

が
欠
如
し
て

い
る
。

こ
れ
が
今
日
の
教
育
界

の
一
大
問
題
と
な

っ

て

い
る
。

今
、
改
め
て
仏
教
、

キ
リ
ス
ト
教
、
儒
教
の
各
宗
教
の
長
所
と
短
所
を
再

検
討
す

る
と
、

た
と
え
ば

仏
教
で

は
、
長
所
と
し
て
、
伝
来
か
ら
千
年
以
上

の
歴
史

が
あ
っ
て
国
民

の
精
神

上
に
「
既
得
権
」
を
も
つ
こ
と
、
純
正

哲
学

と
し
て

の
理
論
が
あ

る
こ

と
、
こ
れ
に
対
し
て

、
短
所

と
し
て

、
そ
の
教
え

は
「
茫
漠
」
と
し
て
理
解

し
が
た
く
、
極
め
る
に
は
万

巻
の
経
典
を
読
破
し

な
け
れ
ば

な
ら

な
い
こ
と

、
厭
世

教
に
し
て
悲
観
主
義
や
禁
欲
主
義
が
あ
げ

ら

れ
る
。

キ
リ

ス
ト
教

は
、
西

洋
各
国
の
宗
教
で

あ
り

、
ま
た
国
民
の
徳
育

の
根
底
に
あ
る
。
そ
の

教
え
は
仏
教

よ
り
理
解

し
や

す
い
が
、
「
唯
一

神
」

の
信
仰

は
わ
が
民
族
の
精
神
と

「
敵
抗
」

す
る
も
の
で

、
永
遠
に
衝
突
す
る

も
の
で

あ
る
。
儒
教

に
も
同
じ

く
長
所

と
短
所

が
あ
る
。
し
た
が

っ
て

、
こ

の
よ
う
な
成
立
宗
教

に
、

徳
育

の
動
機
づ
け
を
求
め
る
こ
と
は
で

き
な
い
。

と
こ
ろ

が
、
局
外
よ
り
み

る
と
、
諸
宗
教
の
根
底
に
お
け
る
契
合
点
が
あ

り
、
そ
れ
は
「
実
在
の
観
念
」
で

あ
り
、
そ
の
「
実
在

の
観
念
」

は
人
格
的
、

万

有
的

、
倫
理
的

の
三
種
類

に
分

け
ら
れ
る
。
こ
れ
を
比
較
対

照
し
て

み
る

と
、
「
倫
理

的
実
在
」
が
諸

宗
教
の
契

合
点
に
ふ
さ

わ
し

く
、
そ
れ

は
具
体

的
に
い
え
ば
、
「
先
天
内
容

の
声
」
で

「
一
切

を
融
合
せ

る
無
限
の
大
我

よ

り
来

た
る
の
声
」
と
も
呼
ぶ

べ
き

も
の
で

あ
る
。
こ
の
大
我

に
従
う
倫
理
は
、

諸
宗
教

の
共
通
点
で
あ
り
、
実
行
上
で

「
最
も

効
力
あ

る
主
義
」
で

あ
り
、

こ
れ
故

に
一
切
の
宗
教
の
形
態
を

離
れ
て

、
わ
が
国

の
教
育

の
現

在
の
欠
陥

を
充

た
す
も

の
で

あ
る
。
こ

の
大
我

（
倫
理
的
実
在
）
を
中
心
と
す

る
新
宗

教

は
「
倫
理
的
宗

教
」
（
宗
教

的
倫
理
）
で
あ
り
、
哲
学
お
よ

び
自
然
科
学

と
併
存
し
、
日
本
主
義
と
も
衝
突
し
な
い
も
の
で
、
将
来

に
お
い
て

は
歴
史

的
宗
教
が
今
日
の
時
勢

に
適
応
す
る
よ
う
に
合
理
的

に
変
形
し
な

い
限
り
は

衰
退
し
て
し
ま

い
、
倫
理
的
宗
教
が
将
来
の
普
遍
的
宗
教

に
な
る
で
あ
ろ
う
。

哲
次
郎

は
最

初

に
、

第
一
次

論
争
で
主
張

し
た
「
教
育

と
宗
教

の
衝
突

（
分
離
）
」
を
維
持
し
、

キ
リ

ス
ト
教
の
み

か
ら
成

立
宗
教
へ
批
判
を
拡
げ
つ

つ
、

当
時
の
徳

育

の
問

題
を
取

り
上
げ
て

い
る
。
そ
の
欠

陥
の
解

決
に
、

「
倫
理
的
宗
教
」
を
提
唱
し
て
い
る
。
そ
の
狙

い
は
、
「
勳
機
づ
け
の
回
復
に

よ
る
徳
育
（

＝
天
皇
制
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
教
育
）
の
硬
直
化
・
形
骸
化
の
是
正

と
、
天
皇
制
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
教
育
を
倫
理
的
宗
教
と
い
う
、
よ
り
普
遍
的
な

も
の
に
リ
ン
ク
す
る
こ
と
に
よ
る
そ
の
権
威
の
再
確
立
」
に
あ
っ
た
。

第
二
次

論
争
に
関
す

る
資
料
は
、
「
明

治
三

二
年
後
半

か
ら

翌
三
三

年
末

に
か
け
て
約
六
〇
種
類
」
あ
る
と
言
わ
れ
る
。
第
一
次
の
資
料
数
は
約
二
二

○
種
類
だ

っ
た

か
ら
、
第
二
次
は
小
さ
な
論
争

に
見
え
る
が
、
天
皇
制
を
擁

護
す
る
体
制
派
が
教
育
勅
語
や
修
身
教
育
に
疑
義
を
発
し
た
こ
と
に
、
意
味

の
深
さ
が
あ
る
。

円
了
は
こ
の
第
二
次
論
争
の
と
き
も
、
当
初

か
ら
加
わ

っ
て
い
な
い
。
論

争
の
前
の
二
九
年
末
に
哲
学
館
を
焼
失
し

た
か
ら
で
あ
る
。
三
一
年
に
校
舎

を
移
転
・
新
築
す
る
な
ど
の
新
し
い
事
業

に
取
り
組
ん
だ
。
再

び
資
金
募
集

の
た
め
に
、
三
二
年
は
八
八
日
、
三
三
年

は
九
二
日
、
三
四

年
は
一
一
一

日

三
五

年
は
一

六
一

日
と
、
第
二
回
の
全
国
巡
回
講
演
を
行
っ
て

い
る
。

第
二
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次

論
争
は
比
較
的
短
期
に
収
束
し
た
が
、
そ
の
後
、
哲
次
郎

に
対
す
る
宗
教

の
本
質

に
関
す
る
論
争
が
行
わ
れ
た
。
哲
次
郎
と
円
了

は
三
三
年
四
月

に
、

と
も
に
修
身
教
科
書
調
査
委
員

に
就
任
し
て

い
る
が
、
円
了

は
翌
三
四
年
七

月
に
「
余
が
所
謂
宗
教
」
を
『
哲
学
雑
誌
』
に
発
表
し
た
。
円
了
の
哲
次
郎

へ
の
反
論
を
要
約
し
て
お
こ
う
。

明
治
維
新
以
来
、
百
般
の
事
物

は
一
変

さ
れ
た
が
、
宗

教
だ
け

は
改
革

が

な
く
、
偉
業
の
一
半
未
だ
成
ら
ず
と

い
う

状
態
で

あ
る
。

今
、
世
間
で

は
公

徳
問
題
が
起
こ
り
、
こ
れ
を
改
良
す
べ
き

と
す

る
が
、
そ
の
実
行

を
教
育

部

内
に
委
ね

る
の
み
で
、
宗
教
界

に
着
目
し

な
い
。
こ
の
公

徳
問
題

の
改

良
に

は
宗
教

の
改
良
が
必
要
で
あ
る
と
信
じ

る
。

と
こ
ろ
が
、
現
在

、
宗
教

の
改

良
に
つ

い
て

は
旧
仏
教
を
「
厭
忌
す
る
風
」
が

強
く
、
新
宗
教

を
喚
起
し

よ

う
と

い
う
傾
向

に
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
提

起
は
巽

軒
博
士

（
哲
次
郎
）

の
宗

教
意
見
で

あ
る
。

い
わ
ゆ

る
「
先
天
内
容

の
大

我
よ
り
発

し
た
る
宗
教

革
新

の
声
」
で

あ
り
、
自
分

の
ご
と
き

「
小
我

の
声
」
と
は
異
な
る
が
、
そ
の
相

違
点

は
つ
ぎ
の
三

点
で
あ
ろ
う
。

第

一
に
倫
理
の
成
分

を
と
ら
え

来
た
り
て
宗
教
の
第
一
原
理
と
す
る
こ
と
。

第

二
に
諸
宗
教
を
一

括
し
て

総
合
的
新
宗
教
を
構
成
す
る
こ
と
。

第
三

に
人
格
的
実
在
を
宗
教
の
組
織
中
よ
り
全
然
除
去
す
る
こ
と
。

と
く
に
第
一
は
重
要
で

、
そ
れ
は
宗
教
そ
の
も
の
を
倫
理
中

に
同
化
し
よ

う

と
す
る
も
の
で

あ
る
。
い
ず

れ
の
宗
教
も
「
倫
理
の
一
要
素
」
は
あ
る
が
、

倫

理
は
宗
教
の
目
的
を
達
成
す

る
た
め
の
「
一
方
便
」
で
あ
る
。
宗
教
の
目

的
と
は

な
に
か
、
「
余
が
所
謂
宗

教
」

を
述
べ

る
と
、
人

に
宗
教

心
が
起
こ

る
の
は
外
部

か
ら

注
入
・
装
成

さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
「
人
生
自
然
の
発

達
上
内
部
よ
り
開
展
」
し

た
も
の
で

あ
る
。
宗
教

は
人
の
思
想
の
反
面
よ
り

反

射
し
て

来
る
も
の
で

、
釈
迦
や
キ
リ
ス
ト
が
「
方
便
工

夫
」
で

仮
設
し

た

も
の
で

は
な
く
、
「
人

心
中

に
胚
胎
せ

る
先
天

の
声
に
よ
り
て
喚
起
」

さ
れ

た
も
の
で

あ
る
。

道
理
を
追
求
す
る
学
者
は
、「
偏
頗
な
る
眼
を
以
て
宗
教
の
真
価
を
評
定
」

し
よ
う
と
す
る
。
宗
教
を
知
る
学
者
も
、
仏
教
や

キ
リ

ス
ト
教
な
ど
の
教
理

の
大
綱

を
知
る
の
み
で
あ

る
。
巽

軒
博
士
は
、
「
未
だ
仏
教
の
味
も
耶
蘇

教

の
趣
も
感
知
せ
ざ
り
し
人
な
れ
ば
、
其
の
宗
教
に
対
す
る
意
見
に
至
て
は
表

面
外
部

の
観
察
に
過
ぎ
ず
」
、
そ
の
評
論
は
「
秋
山
郷
の
蝋
燭
談
」

の
よ
う

に
見
当
違
い
で
あ
る
。
倫
理
は
倫
理
で
あ
り
、
宗
教

は
宗
教
で
あ
る
。
宗
教

を
倫
理
に
同
化
す
る
の
は
、
倫
理
を
宗
教
に
同
化
す

る
と
と
も
に
不

都
合
な

こ
と
は
同
一
で
あ
る
。
巽
軒
博
士
の
説
に
賛
同
す

る
こ
と
が
で
き
な

い
理
由

で
あ
る
。

他
教

は
さ
て
お
き
、
巽
軒
博
士
の

い
う
仏
教
の
短
所
に
つ

い
て

は
、
ま
ず

「
経

論
広
漠
」
で
理
解
し

に
く
い
と

い
う

の
は
、
蔵
経

の
巻
数
を
数
え
て
仏

教

を
廃
す

る
こ
と

を
主
張
す

る
も

の
で
、
こ
れ
は
ウ
ェ
ブ
ス
タ
ー
の
辞
典

の

字

数
を
数
え
て
英
語
学
習

の
尽

く
し
難

い
故

に
廃
学
す
る
も
の
と
同

一
で

あ

る
。
仏

教
の
理
解

は
選
択
取
捨

さ
れ
た
経

典
を
学
ぶ
こ
と
で
可

能
で

あ
る
。

ま
た
、
厭
世
主
義

、
禁

欲
主
義
の
問
題

は
こ
れ
ま
で
の
仏
教
の
発

達
か
ら
み

て

、
あ
え
て
改

良
を
加
え

な
く
て

も
自
然

の
勢

い
に
任
せ
て

よ
い
。

今
日
の
い
く
つ
か
の
宗
教
に
は
そ
の
根
柢
に
潜
在
す
る
未
発
の
も
の
が
あ



り
、
「
従
来
の
宗

教
に
改
良
発
達

を
加
へ
て
今
後

の
学
術

と
併
行
」
さ
せ
、

時
勢
と
適
応
す
る
も
の
と
す
れ
ば
、
新
宗
教
を
開
立
す

る
必
要

は
な
い
。
巽

軒
博
士

の
い
う
、
諸
宗
教
の
根
柢
に
お
け
る
契
合
点
を
と

っ
て
普
遍
的
宗
教

を
組
織
す
る
の
は
「
学
者
の
迷
夢
に
過
ぎ
ず
」
、
巽
軒
博
士
が
「
大
我
の
声
」

を
も
っ
て

契
合
点
と
し
て
主
唱
し
て
も
、
人
は
こ
れ
を
「
巽
軒
教
」
と
呼
ぶ

ば
か
り
で

あ
ろ
う
。

円
了

は
哲
次
郎

に
対
す
る
反
論
と
し
て
三
項
目
を
あ
げ
て

い
る
が
、
論
文

の
末
尾

に
「
本
論

は
全
く
巽

軒
博
士

の
宗
教

意
見

に
反
対

の
意
を
述

べ
た

る
」
も

の
で

、
そ
の
反
論
の
中
心
は
第
一
の
「
倫
理
の
成
分
を
と
ら
え
来
た

り
て
宗
教

の
第

一
原
理
」
に
あ
る
と
記

し
て

い
る
の
で
、
こ
こ
で
の
要

約
も

そ
れ

に
従

っ
た
が
、
円

了
の
論
文

に
は
随
所

に
哲
次
郎
の
意
見
へ
の
嘲
笑
的

表
現
が
あ

る
。

哲
次
郎
は
従
来
の
宗
教

の
人
格
的
実
在
を
否
定
し
て
倫
理
的

実
在

＝
「
大
我

の
声
」

に
よ
ら
ん
と
す

る
が
、
円
了
は
大
衆
が
信
仰
す
る

に

は
人
格

的
実
在

を
表
象
す
る
「
大
我
の
形

色
」
が
必
要
で
あ
る
と
主
張
し
、

「
巽
軒

博
士

の
大
我

と
掛
け
て

何
と
解
く
、
浜

の
松

風
と
解
く

、
そ
の
意

は

音
ば

か
り
」

と
侮
蔑
的
に
言
い
放

っ
て

い
る
。

哲
次
郎

と
円
了

の
論
争
に
は
、
哲
次
郎
は
宗
教
を
命
令
的

に
教
訓
し
て
人

を
従
わ
せ

る
も

の
と
し
、
円
了

は
宗
教
を
「
人
生
自
然
の
発
達
上
内
部
よ
り

開
展
し
た
」
も

の
と
す

る
と
い
う
宗
教

観
の
相
違
な
ど
が
あ
り
、
そ
の
後
も

つ
ぎ
の
よ

う
に
両
者

の
対

立
は
続
い
た
。

三
五
年
一
月
・
四
月
－
哲
次
郎
は
「
余
が
宗
教
論
に
関
す
る
批
評
を
読

む
」
を
公
表
し
て
、
主
た
る
対
象
と
し
て
円
了
を
含
む
一
〇
編
の
論
文
へ
の
、

総
括

的
理

論
的
な
反

論
を
試
み
た
。

五
月
―
円
了
は
「
宗
教
改
革
案
」
を
『
読
売
新
聞
』
に
出
し
て
か
ら
、

単
行
本
と
し
て
『
宗
教
改
革
案
　
附
宗
弊
改
良
論
』
を
著
し
て
、
公
徳
問
題

の
解

決
を
学
校
教
育
の
み
と
せ
ず
、
家
庭
・
社
会
の
教
育
か
ら

は
か
る
必
要

性
を

述
べ
、
そ
れ
に
は
仏
教
界
や
住
職
の
学
力
の
向
上
を
政

府
の
干
渉
に
よ

っ
て
行

い
、
教
科
大
学
の
設
置
、
転
宗
自
由
の
制
度
な
ど
を
主
張
し
た
。

同
五
月
―
フ
ラ
ン
ス
の
雑
誌
が
哲
次
郎
と
円
了
の
宗
教
論
争
を
取
り
上

げ
、
『
哲

学
雑
誌
』
の
彙
報
欄

に
「
ル
、

ビ
ュ
ー
の
我
が
哲
学

雑
誌

に
関
す

る
一
節
」
と
し
て
抄
訳
が
掲
載
さ
れ
、
「
円
了
博
士
の
論
鋒
は
頗
る
鋭
利
に

し
て
熱
情
湧
く
が
如
し
」
と
評
価
し
た
。

八
月
―
哲
次
郎
は
「
「
ラ
、
ル
ビ
ュ
ー
」
の
哲
学
雑
誌
批
評
を
読
む
」

と

い
う
論
文
を
発

表
し
て

、
『
ラ
、

ル
ビ
ュ
ー
』
の
評
論
が
円
了

の
主
張

に

偏
向
し
、
自
分

の
所
論
が
誤
解
さ
れ
て
い
る
と
し

て
、
円
了
個
人
へ
の
反

論

を
声
高

に
侮

蔑
的
に
行

っ
た
。

一
〇
月
―
哲
次
郎
は
「
将
来
の
宗
教
」
と
い
う
談
話
を
雑
誌
『
新
仏

教
』

に
発
表

し
、
「
宗
教

は
倫
理
と
同
じ

だ
」
「
精

神
の
安
慰

を
得
ら
れ
な
い
、

安
心
立
命
の
出
来
な
い
道
徳
な
ら
ば
、
そ
れ
は
真
の
道
徳
で
は
な
い
…
…
こ

う

い
ふ
道
徳

は
即

ち
将
来
の
宗
教
」

で
あ
る
と
語
り

、
円
了

の
宗
教
改
革
案

も

「
政
府

の
保
護
」

を
求
め
る
も
の
と
し
て
否
定
し

た
。

同
一
〇
月
―
円
了
は
『
勅
語
玄
義
』
を
出
版
し
、
教
育
勅
語
の
解
釈
を

絶
対
的
釈
義
と
相
対
的
釈
義
に
わ
け

、
勅
語

の
諸
徳
目
を
平
時
の
「
孝
友
和

信
、
恭
倹

博
愛
、
修
学
習
業
、
智
能
徳
器

、
公

益
世
務
、
国
憲
国
法
」
、
変
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事
の

「
義
勇
奉
公
」

に
分

け
て
、
こ
れ
を

「
忠
」
と
し
そ
の
実
現
が

「
以

テ

皇
運

ヲ
扶

翼

ス
ヘ

シ
」

と
な

る
こ
と

を
明
ら

か
に
し

た
。
そ
の
帰

結

に
、

「
わ
が
国
特
有

の
道

徳
た
る
絶
対
的
忠
孝
の
大
道
を
伝
う
る

に
は
、
神

、
儒
、

仏

の
三
道

が
最

も
適
す
る
こ
と

は
明
ら

か
な
り
と
知
る
べ
し
」
と
記
し
て

、

公

徳
問
題

と
宗

教
と
の
関
係
に

つ
い
て
の
自
説
を
再
び
主
張
し

た
。

一
一
月
―
哲
次
郎
は
『
巽
軒
博
士
倫
理
的
宗
教
論
批
評
集
　
第
一
輯
』

を
刊
行
し
た
。
こ
の
論
争
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
「
宗
教
の
将
来
に
関
す
る

意

見
」

な
ど
自
説
の
三
編
を
原
論
と
し
、
こ
れ

に
対
す

る
二
二
本
の
批
評
を

集

め
て

編
集
さ
せ
た
も
の
で
、
円
了
の

「
余
が
所
謂
宗
教
」
も

あ
る
が
、
哲

次

郎
の
諸
論
文

へ
の
反
論
で
あ

る
「
余
が
宗
教
論

に
関
す

る
批
評

を
読
む
」

は
収
録
せ
ず

、
円

了
個
人

へ
の
反
論
と

な

っ
た

「
「
ラ
、

ル
ビ

ュ
ー
」

の
哲

学
雑
誌
批
評
を
読
む
」
を
巻
末

に
据
え

た
。

こ
の
よ
う
に
哲
次
郎
と
円
了
が
対
立
し
て
い
た
渦
中
の
一
二
月
に
、
円
了

の
哲
学
館

に
対
し
て
、
文
部
省

が
中
等

教
員
無
試

験
検

定
校
の
認
可
を
取
り

消
す
と

い
う
処
分
が
あ

っ
た
。
い
わ
ゆ
る
哲
学
館

事
件

の
発
生
で
あ
る
。
不

適
と
さ
れ

た
倫
理

学
の
担
当
教
員

の
中

島
徳
蔵
が
文
部

省
の
処
分
を
不
当
と

す

る
反
論

を
新
聞

に
掲
載
し
て
、
翌
三
六
年
に
文

部
省
に
対
す
る
批
判
が
起

こ
り
社
会
問
題
に
な
っ
た
。
こ
の
事
件
に
関
す
る
記
事
や
論
文
は
、
中
島
が

反
論
し
た
二
月
～
三
月
が
多
い
。
哲
次
郎
は
、
三
月
に
丁
酉
倫
理
会
が
中
島

徳
蔵
の
教
授
法

に
問
題
な
し
と
し
た
、
こ
の
学
会
で
の
決
議
に
反
対
を
表
明

し
、
四

月
か
ら

盛
ん
に
文
部
省
擁
護
の
論
陣
を
張
る
。
こ
の
中
で
、
円
了
が

モ
ッ
ト
ー
と
す
る
「
護
国
愛
理
」
は
忠
君
愛
国
の
精
神
を
鼓
吹
す
る
も

の
で

あ

っ
た
が
、
「
所
が
如

何
な
る
風
の
吹
回

は
し

に
や

、
哲
学
館
事
件
が
忠
君

愛
国

を
嘲
笑

す
る
が
如

き
機
会
を
与
へ
た
と

い
ふ
こ
と
は
甚
だ
意
外

の
こ
と

で
あ
り
ま
す
」
と
述
べ
て
円
了
や
哲
学
館
を
非
難
し
、
こ
の
機
会
に
キ
リ
ス

ト
教

徒
が

教
育
界

は
偽
忠
君
偽
愛
国
で
あ
る
と
極
端
な
攻
撃
を
行

っ
て

い
る

と

い
う
形
で

、
公

徳
と
宗
教
の
問
題

に
す
り
替
え
る
な
ど
、
文
部
省
へ
の
批

判

を
封
じ

よ
う
と
し
て
い
る
。

円
了

は
哲
学
館
事
件
の
発
生
を
第
二
回

の
海
外
視
察
中
の

ロ
ン
ド
ン
で

知

っ
た
。
三

六
年
七
月
に
円
了
は
帰
国

し
た
が
、
哲
学
館
事
件
の
原
因
に
つ
い

て
は
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
（
た
だ
し
、
「
役
人
」
批
判
を
し
て
い
る
か
ら
、

仕
組
ま
れ

た
事
件
と
見
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
）
。
帰
国
か
ら
二
か
月
後
に
、

円
了

は
「
修
身
教
会
設
立
旨
趣
」

を
発
表
す

る
。
こ

の
趣
意
書
に
よ
れ
ば
、

日
本
と
西

洋
各
国
と
の
国
勢
民
力

に
は
大
差
が
あ
り
、
そ
の
格
差
が
日
本
社

会
の
不

道
徳
に
あ
り
、
欧
米
社
会
の
日
曜
教
会
の
よ

う
に
、
道
徳
を
改
良
す

る
「
修
身
教
会
」
活
動
を
全
国
で
展
開
し

、
各
地

の
寺
院
を

会
場
と
し
、
教

員

と
僧
侶

が
教
育
勅
語

に
も
と
づ
き
、
「
忍

耐
勉
強
倹
約
誠

実
等
百
般
の
職

業
に
必
需
の
道
徳
を
諭
示
し
、
進
ん
て
は
家
庭
の
風

儀
、

社
会
の
習
慣
を
一

新
す
る
」
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

円
了

は
こ
の
教

会
を
全
国
的
な
組
織
と
せ
ず
、
各
地
を
結
ぶ
通

信
雑
誌
だ

け
を
発
行
し
、
自
身
が

全
国
巡
回
講
演
を
し
て
普
及

に
つ
と
め
よ
う
と
し

た
。

こ
の
趣
旨
書

は
国
務
大
臣

、
府
県
知
事
、
市
町
村
長
へ
配

布
さ
れ
た
。
こ
の

運
動
に

は
哲
学
館

事
件
の
問
題

の
他
に
、
哲
次
郎
と
論
争
の
あ
っ
た
公
徳
と

宗
教
の
問
題
へ

の
具

体
的
対
応
が
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
哲
学
館
大
学

に



設
置

さ
れ
た
こ

の
「
修
身
教

会
」
運
動

は
、
円
了

の
側
近

の
高
島
米

峰
に
よ

れ
ば

、
構

想
と
規
模

は
壮
大
で
あ

っ
た
が
、
日
露
戦
争
が
開
戦
と

な
っ
て

思

っ
た
ほ
ど

の
成
果
が
挙
が
ら

な
か
っ
た
と
言
わ
れ
て

い
る
。
哲
学

館
大
学
で

は
文
部
省
へ

の
中
等
教
員
無
試
験
検

定
の
再

認
可

を
求
め
る
動
き
も

あ
っ
て

、

折
り
重

な
る
事
情
の
た
め

に
円
了

は
「
神

経
衰
弱
症
」
と

な
り
、
三

八
年

一

二
月
に
大
学
や
中
学
校
か
ら
隠
退
を
決
意
し
、
以
後
、
修
身
教
会
運
動
に
専

念
し
、
叙
勲
を
固
辞
す
る
な
ど
政
府

と
の
距

離
を
保
ち
な
が
ら
、
全
国

各
地

を
巡
回
講
演
す
る
と
い
う
社
会
教
育
を
個
人
で
展
開
に
し
た
が
、
大
正
八
年
に

中
国
・
大
連
で
の
講
演
中
に
死
去
し

た
。

哲
次
郎
は
「
宗
教
の
将
来
に
関
す

る
意
見
」
を
き

っ
か
け

に
「
教
育
と
宗

教
」
第
二
次
論
争
を
提
起
し
、
哲
学
館
事
件
で

は
文
部
省
の
立
場
を
擁
護
し

、

明
治
四
四

年
に

『
国
民
道
徳
論
概
論
』
を
出
版
し
て
権
力

に
よ
る
「
上

か
ら

の
修
身
教
育
、
国
民
教
育
」
を
徹
底
す
る
立
場
を
と
り
、
天
皇
制
国
家
体
制

の
代
表
的
教
学
者
と
な
っ
た
。
こ
れ

に
対
し
て
、
同
じ
天
皇
制
下

に
お
け

る

日
本
の
近
代
化
で

も
、
円

了
の
「
修
身
教
会
」
運
動

は
民
衆

レ
ベ

ル
の
倫

理

の
実
践
を
求
め
た
「
下

か
ら
の
運
動
」

に
終
始
し

た
。
両
者
の
対
立

に
は
、

宗
教
観
の
相
違
の
他
に
、
近
代
日
本
の
思
想

の
問
題
が
潜
在
し
て

い
る
と

考

え

ら
れ
る
。

（
１
）
　
家
永
三
郎

「
天
皇
制
思

想
体
制
の
確
立
」
（
『
近
代
日
本
思
想
史
１
　

歴
史
的

概
観
』
）
八
一
～
八
四
頁

（
２
）
　
舩
山
信
一

『
明
治
哲
学
史
研

究
』
（
『
舩
山
信
一
著
作
集
』
第
六
巻
）
　一
〇
六

頁

（
３
）
　
末
木
文
美
士
『
明
治
思
想
家
論
』
六
一
～
六
三
頁

（
４
）
　
哲
次
郎
関
係

の
研
究

文
献
－

主
要

な
著
作

（
復
刻
版
）

と
し
て
は
、
『
井

上
哲
次
郎

集
』
全
九
巻
。

年
譜
と
し
て

は
、
井
上
哲
次
郎

『
懐
旧

録
』
と
井
上

正

勝
編

『
井
上

哲
次
郎

自
伝
』
（
と

も
に

『
井
上

哲
次
郎
集
』
第

八
巻
）
と

、

酒
井
豊

「
井
上
哲

次
郎

史
料
目
録
」
（
『
東
京
大
学
史
史
料

目
録
』
三
）
。
文
献

目
録
と
し
て

は
、
『
近
代
文
学
研
究
叢

書
』
第
五
四

巻
。
昭

和
女
子
大
学
近
代

文
化
研
究
所
。
参

考
文

献
と
し
て
は
、
同
書

の
平
井
法

「
井
上

哲
次
郎
」
、
島

薗
進
他
「
解

説
」
（
『
井
上
哲
次
郎
集
』
第
九
巻
）
が
あ
る
。

円

了
関
係
の
研
究

文
献
－

主
要
な
著
作

（
現
代
表
記
版
）

と
し
て
は
、
『
井

上
円
了
選
集
』
全
二
五
巻
。
年
譜
と
し
て
は
、
拙
稿
「
解
説
―
井
上
円
了
と
著

述
」
（
『
井
上
円

了
選
集
』
第

二
五

巻
）
。
文
献
目
録
と
し
て

は
、
山

内
四
郎

・

三

浦
節
夫
編

『
井
上
円
了
関
係
文
献
年
表
』
が
あ
る
。

（
５
）
　
清
水
乞

「
井
上
円
了
に

お
け

る
近
代
西
洋
哲
学
研
究

の
原
点
－

「
明
治
十
六

年
秋
　
稿
録
」
」
（
『
井
上
円
了
セ
ン
タ
ー
年
報
』
第
一
六
号
）
、
同
「
解
説
―
井

上

哲
次
郎

「
印
度
哲
学
史
」

草
稿
と
井
上
円
了

の
『
外
道
哲

学
』
」
（
『
井
上
円

了

選
集
』
第

二
二
巻
）
参
照
。

（
６
）
　
福
井
純
子

「
井
上
哲
次
郎
日
記
」
（
『
東
京
大
学
史
紀
要
』
第
一
一
号
と
第
一

二
号
）
参
照
。

（
７
）
　
拙
稿

「
井
上
円
了

『
世
界
旅
行
記
』
補
遺
」
（
『
井
上
円
了

セ
ン
タ
ー
年
報
』

第

一
四
号
）
参
照
。

（
８
）
　
吉

田
久
一

『
日
本
近
代
仏
教
史
研
究
』
二
二
二
頁
、

二
二
六
頁

（
９
）
　
舩
山
信
一

『
日
本

の
観
念
論
者
』
（
『
舩
山
信

一
著
作
集
』
第
八
巻
）
九
四

～

九
五
頁

（
1
0
）
　
久
木
幸
男
「
訓
令
一
二
号
の
思
想
と
現
実
」
（
『
横
浜
国
立
大
学
教
育
学
部
紀

要
』
第
一
三
集
、
第
一
四
集
、
第
一
六
集
）
参
照
。

（
1
1
）
　
高
木
宏
夫
「
宗
教
法
―
法
体
制
準
備
期
」
（
『
高
木
宏
夫
著
作
集
』
第
二
巻
）
、
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井
上
恵
行

「
宗
教
団
体
法
成
立
ま
で
の
各
種

法
案
」
（
『
明
治
以

降
宗
教
制

度
百

年
史
』
）
、
佐
伯
友
弘
「
明
治
三
十
二
年

に
お
け

る
条

約
改
正

論
議
と
第

一
次
宗

教
法
案
卜

『
明
教
新
誌
』
に
見

る
そ

の
教
育
史

的
意
義
に
つ
い
て
」
（
『
日
本
仏

教
教
育
学
研
究
』
第
九
号
）
参
照
。

（
1
2）
　
井
上

哲
次

郎
「
宗
教

の
将
来

に
関
す

る
意
見
」
（
『
哲

学
雑

誌
』
第
一
五

四

号
）
参
照
。

（
1
3）
　
久

木
幸
男

「
第
二
次

「
教
育
と

宗
教

衝
突
」
事

件
」
（
『
2
0世

紀
日
本

の
教

育
』
）
ニ
一
頁

（
1
4
）
　
関
川
悦
雄
「
「
教
育
と
宗
教
」
第
二
次
論
争
―
倫
理
観
・
人
間
観
の
対
立
を

中

心
に
」
（
『
教
育
学
雑
誌
』
第
ニ

ー
号
）

二
頁

（
1
5）
　
井

上
円
了

「
余
が
所

謂
宗
教
」
（
『
哲
学
雑

誌
』
第

一
七
三
号

、
第
一
七

七

号
）
参
照
。

（
1
6）
　
井
上
哲

次
郎

「
余
が
宗
教
論

に
関
す

る
批
評
を
読
む
」
（
『
哲
学
雑
誌
』
第
一

七
九
号

、
第

一
八
二
号
）
参
照
。

（
1
7）
　
井
上
円
了

『
宗
教
改
革
案
　

附
宗
弊

改
良
案
』
参
照
。

（
1
8）

「
ル
、

ビ
ュ
ー
の
我
が
哲
学
雑

誌
に
関
す

る
一
節
」
（
『
哲
学
雑
誌
』
第

一
八

三
号
）

参
照
。

（
1
9）
　
井
上
哲
次

郎
「
「
ラ
、
ル

ビ
ュ
ー
」
の
哲
学

雑
誌
批
評

を
読
む
」
（
『
哲
学
雑

誌
』
第
一

八
六
号
）

参
照

。

（
2
0）
　
井
上
哲
次
郎
談
話
「
宗
教
の
将
来
」
（
『
新
仏
教
』
第
三
巻
第
一
〇
号
）
五

二

五

～
五
二
九
頁

（
2
1）
　
秋
山
悟
庵
編

『
巽
軒
博
士
倫
理
的
宗
教
論
批
評
集
　

第

一
輯
』
金
港
堂
、
明

治
三
五
年
一
一
月
。
同
書
は

「
日
本
教
育
史
基
本
文
献

・
史
料
叢
書

二
〇
」
と

し
て
大
空
社

か
ら
復
刻
さ
れ
、
巻
末
に
関
川

悦
雄
氏

の
「
解
説
」
論
文
が
あ

る
。

（
９
一
）
　
哲
学
館
事
件
に
つ

い
て
は
。
『
東
洋
大
学
百
年
史
　

通
史
編
Ｉ
』
（
東
洋
大
学
、

一
九
九
三
年
）
が
詳
し

い
。
哲
学
館
事
件

に
関
す

る
記

事
・
論
文
を
収
録
し

た

も

の
と
し
て
、
清
水
清
明
編

『
哲
学
館
事
件

と
倫

理
問
題

』
の
正

・
続

の
二
編

（
文

明
堂
、
明
治
三
六
年

三
月

・
八
月
刊
行
）
が
知
ら
れ
て

い
る
が
、
同
書

に

収
録
さ
れ
て

い
る
も
の
は
一
六
八
件
と
少
な
い
。
東

洋
大
学
井
上
円
了
記
念
学

術

セ
ン
タ
ー
の
調
査
に
よ
れ
ば
。
現
在
判

明
し
て

い
る
事
件
の
記
事
・
論
文
数

は
延
べ
数
で
五
六
四
件
に
及
ん
で
い
る
。

（
2
3）
　
井
上
哲
次
郎

「
哲
学
館
事
件
の
収
結
」
（
『
教
育
界

』
第

二
巻
第
八
号
）
二
頁
。

哲
次
郎

の
哲
学
館
事
件

に
関
す

る
論
文
は
、
（
2
2）

の
井
上
円
了
記
念

学
術
セ

ン
タ
ー
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
著
者
別
で
み
る
と
、
第
二
位
と
多

い
。
事
件
の
当

事
者
と
さ
れ

た
中
島
徳
蔵
の
掲
載
件
数
は
一
五
で
あ
り
、
哲
次
郎
は
こ
れ
に
つ

い
で
掲
載
数
が
一
二
と
な

っ
て

い
る
。
井
上
円
了
、
丸
山
通
一
と
同
数
で
あ
り
、

哲
次
郎
は
哲
学
館
事
件
の
主

た
る
論
争
者
で
あ
る
。
哲
次
郎

の
論
文
を
三
六
年

の
日
付
順
に
紹
介
し
て
お
こ
う
。

「
寄
日
出
国
新
聞
書
」
（
『
日
出
国
新
聞
』
第
五
〇
六
四
号
、
二
月
二
五
日
）

「
注
意

す
べ
き

刻
下

の
問
題
」
（
『
中
央
公

論
』
第
一

八
―
三
号
、
三
月

一

日
）

「
動
機
論
と
結
果
論
」
（
『
太
陽
』
第
九
―
四
号
、
四
月
一
日
）

「
動
機
論
と
結
果
論
と
を
論
じ
て
宗
教
に
及
ぷ
」
（
『
和
融
誌
』
第
七
―
四
号
、

同
五
号
、
四
月
五
日
、
五
月
五
日
）

「
教
育
雑
感
」
（
『
教
育
時
論
』
第
六
四
八
～
六
四
九
号
、
四
月
一
五
日
・
同

二
五

日
）

「
近

時
の

倫
理
問
題

に
対
す

る
意
見
」
（
『
太
陽
』

第
九
－

六
号

、
六
月

一

日
）

「
哲
学
館
事
件
の
収
結
」
（
『
教
育
界
』
第
ニ
―
ハ
号
、
六
月
三
日
）

「
倫
理
に
関
す

る
教

育
上

の
二
問
題
」
（
『
教
育
学
術
会
』
第
七

―
四
号

。
同

五

号
、
六
月
五

日
、
七
月
五

日
）

「
教
育
雑
感

（
哲
学

館
事
件
に
対
す

る
断
案
）
」
（
『
教
育
時
論
』
第
六
五

三

号
、
六
月
五

日
）

「
動
機
と
結
果
と
の
関
係
」
（
『
一
橋
会
雑
誌
』
第
二
号
、
六
月
二
五
日
）
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「
近
時
の
倫
理
問
題

に
つ
き
て
所
感
を
述
ぶ
」
（
『
下
野
教
育
』
第

一
八
八
号
、

六
月
二
九
日
）

「
教
育
上
注
意
す

へ
き
近
時
の
問
題
」
（
『
教
育
公
報
』
第
二
七
四
号

、
八
月

一
五
日
）

（
2
4）
　
井

上
円
了
「
新
年
を
迎

ふ
る
の
辞
」
（
『
東
洋
哲
学
』
第

一
一
ｌ

一
号
）

参
照
。

（
2
5）
　
井

上
円
了

『
修
身
教
会
設

立
旨
趣
』
（
明

治
三
六
年
九

月
一
四
日
）
（
『
東
洋

大
学
百
年
史
　

資
料
緇
Ｉ
・
上
』
）

参
照
。

（
2
6
）
　
井
上
円
了
の
修
身
教
会
運
動
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
解
説
―
井
上
円
了
の
全

国
巡

講
」
（
『
井
上
円
了
選
集
』
第
一
五
巻
）
参
照
。

（
2
7）
　
哲
次
郎
の
国
民
道
徳
論
に
つ
い
て
は
、
末
次
弘
「
明
治
期

に
お
け

る
倫

理
思

想
」
（
『
東
洋
学
研
究
』
第
四
四
号
）
参
照
。

（
み

う

ら

・

せ

つ
お

、

宗

教
社

会

学

・

近

代

日

本

思

想

・

近
代

日

本

仏

教

、

東

洋

大
学

井

上

円

了

記

念

学

術

セ

ン

タ
ー

専

任

研

究

員

・
教

授

）
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